
グ ル ー プ ホ ー ム 無 量 荘  運営推進会議議事録 

令和 5年 7月 19日（水）18：30～19：45 

参加者：ご家族 3名、北包括職員様１名、介護保険課職員様１名、 

他事業所管理者様１名、菊沢地区民生委員様１名、自法人職員 2名、管理者 1名                                  

計  10名                                 

 
① 利用状況 
 

1階 7月 17日 満床（全 9床）  
 
2階 7月 17日 満床 (全 9床)   

 
 
待機者  ４名 
(すぐにでも入居したい…２名、連絡があってから考えたい…２名) 

  スムーズな待機者管理の為、入居申し込み中の方に「現況届け」の提出をお願いしております。 
  待機者が少ないため、お知り合いやご利用者で入居を考えている方がいましたら是非

ご連絡下さい 
 4月より入院の方が続いていたが、退院し満床継続。 
 入居対象者…その市町村に在住、要支援 2以上、認知症の診断を受けている方 
 

② 5月、6月の行事・研修・会議報告 

・庭でバーベキュー 

  ・紫陽花見学(磯山神社) 

  

・５月内部研修「プライバシー保護と個人情報の取り扱いについて」 

 プライバシーと個人情報の違いや、個人情報の取り扱いの注意点について学習した 

※写真掲載や内部報告についての写真掲載の確認は、同意書で確認している。 

 

・６月内部研修「認知症の医学的理解」 

認知症の基礎知識や、専門職としての関わり方を学習した 

   

・令和 5年度第一回運営推進会議 

・令和 5年度福聚会総会 

  ※地域共生ケア全国ネットワーク総会  

※とちぎ共生ケアネットワーク総会  

※栃木県グループホーム協会総会 

 
③ スタッフ関係 

 
・増減なし 
  

   
➃ その他 
 

・令和５年度外部評価(運営推進会議活用)の実施スケジュールについて 

８月 職員による自己評価の実施、職員会議にて自己評価の共有 

９月 運営推進会議での話し合い(一回目) 

11月 運営推進会議での話し合い(二回目) 

１月 運営推進会議での評価(外部評価)、職員会議にて目標達成計画の作成 

  ※外部評価の項目数があるため 3回にわけて行う。 

  

 

 



 

 

 ・災害時連絡網(地域住民)の再整備について 

管理者：来年度より、各事業所で災害時の対策マニュアルの策定が義務化されるため、緊急の

連絡網(地域住民)等の再整備が必要だと考えている。2015年以降更新がされていないため、

どのように進めていけばよいか。職員だけでの対応ではできないので、地域の方の協力が必

須。 

民生委員様：グループホーム無量荘のパイプ作りが必要。活動内容を理解してもらえるように

する。 

形だけでは難しい。 

有事の時、いざという時のためには、地域との交流が必須。 

地域とのコネクション‼大切。 

夏祭りの再開、イベントの実施。近所の方との交流から活動理解→協力依頼へ繋げる 

ご家族様：グループホーム無量荘火災時の避難場所は和久井亭になっている。 

その際、職員数の限界がある。和久井亭との繋がりも共通理解できる。 

避難訓練も和久井亭や地域の方と合同で行いたい。 

入居者家族も避難訓練参加したい。 

避難訓練も、火災時と広域災害(地震)とで避難の仕方が違う。 

火災時の場合、家族もサポートできる。 

自家用発電機の設置を含め、検討課題あり。 

 

 ・夏休みの子供達を対象とした認知症サポーター養成講座の開催について（企画段階） 

  包括職員様：鹿沼市において認知症サポーター養成講座で学校で希望があれば派遣している。 

        
 
 ・千渡地区応援団(ボランティア)の募集について 
  千渡地区、福聚会 3事業所(和久井亭、グループホーム無量荘、わたの実)におけるボランティ

ア募集したい。まずは、事業所を知ってもらうためのイベントなどを開催してはどうか。 

  →イベント開催で地域との関わりを作る。 

 

活動内容：①3事業所内におけるご利用者との関り(傾聴、お茶入れなど) 

     ②和久井亭、グループホーム無量荘内にて一芸の披露 

     ③グループホーム無量荘におけるガーデニング、畑作業 

     ④その他 

方法：チラシの作成 

   運営推進会議による周知 

   回覧板(自治会長と要相談) 

   グループホーム無量荘駐車場の掲示板の活用 

   知人、友人を介しての口コミ 

 
管理者：まだ構想段階ではあるが、無量荘の庭をオープンガーデンにし、ご入居者様の活動の
場を広げる。 

ご家族：囲碁将棋のボランティアとして参加してもいい。 
 
 
  (宣伝) 
   RUN伴の実施 9月 30日予定 
 ※認知症の啓発イベント。来年のタスキリレー復活に向けての布石となるイベントを検討中。鹿

沼エリアは熱心に今まで活動を行ってきたこともあり、今後も精力的に活動していきたい。 
  趣旨：認知症になっても住みやすい町作りを。同じ Tシャツを着てタスキリレーを開催する。 
     
 
 
 
 



 
 
 
  (検討中の事項) 
  グループホーム無量荘駐車場の、自動販売機周りの整備(地域の方が一休みできる場所へ) 
   ・屋根、テーブル、いすの設置→地域の方や、散歩中のご利用者の休憩スペースになれば。 
   ・地面のバリアフリー化 
   ・掲示板の活用 
 
 

             
  次回開催予定 ： 令和 5年 9月 20日（水）18：30～ 
                        
                   場所 ： 和久井亭 
 
 

 
 
※写真は会議の様子 


